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“阿久比米でパン作り” “阿久比米でパン作り” 

9　　152006 SEPTEMBER

阿
久比
町マ
スコットキャラクターアグピーアグピー 阿

久比
町マ
スコットキャラクターアグピー 

８月８月３１３１日と９月１日の２日間、町水田農業推進協議会の主催で「米パン作り講習会」が中央日と９月１日の２日間、町水田農業推進協議会の主催で「米パン作り講習会」が中央
公民館で開かれました。県農村生活アドバイザーとあぐいくらしの会のメンバーが講師とな公民館で開かれました。県農村生活アドバイザーとあぐいくらしの会のメンバーが講師とな
り、“阿久比米”を使い、り、“阿久比米”を使い、４０４０人の参加者が米パン作りに挑戦しました。焼き上がった米パン人の参加者が米パン作りに挑戦しました。焼き上がった米パン
を口にした参加者は「米の味が残り、甘みがあっておいしい」と感想を話していました。を口にした参加者は「米の味が残り、甘みがあっておいしい」と感想を話していました。

ご長寿おめでとうございます  ………………２Ｐ

あいち共同利用型施設予約システム  ………３Ｐ

高齢者の医療費の自己負担が変わります  …４Ｐ

まちの話題  ……………………………………６Ｐ

あぐいぶらり旅（村絵図を歩く）  …………８Ｐ

町民講座を開催します  ………………………２０Ｐ
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広報あぐい　２００６年９月１５日号

ご
意
見
を
募
集
し
ま
す

　

第
３
次
行
政
改
革
で
決
め
ら
れ
た
、
受

益
者
負
担
の
適
正
化
に
つ
い
て
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　

公
共
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
が
公
平
な
負
担
（
受
益
者
負
担
）
を

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
町
民
の

皆
さ
ん
の
体
力
ア
ッ
プ
、
健
康
増
進
や
文

化
の
向
上
、
青
少
年
健
全
育
成
に
貢
献
し

て
い
る
団
体
な
ど
に
つ
い
て
は
、
使
用
料

が
減
免
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

受
益
者
負
担
と
町
へ
の
貢
献
に
つ
い
て
、

行
革
本
部
で
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聴
き
、
参
考
に
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

施
設
を
利
用
す
る
方
に
は
、
利
用
申
し

込
み
の
窓
口
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

阿
久
比
町
行
政
改
革
推
進
本
部
事
務
局

企
画
財
政
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

（
内
２
０
４
）
Ｅ
メ
ー
ル　

kikaku@
tow
n.agui.lg.jp

川
口
さ
ん
は
笑
顔
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
敬
老
金
は
大
好
き
な
孫
や
ひ
孫

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
う
た
め
に
使
わ
せ
て

も
ら
い
ま
す
」
と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
好
き
嫌
い
を
せ
ず
に
何
で
も
食
べ
て
、

睡
眠
を
多
く
取
る
こ
と
が
、
健
康
で
長
生

き
す
る
秘
訣
で
す
」
と
川
口
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

町
に
は
、
八
十
歳
以
上
の
高
齢
者
が
千

八
十
八
人
（
九
月
一
日
現
在
）
い
て
、
最

高
齢
者
は
百
五
歳
に
な
る
女
性
で
す
。

　

九
月
十
八
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
八

十
歳
以
上
の
高
齢
者
の
自
宅
な
ど
を
、
各

地
区
の
行
政
協
力
員
、
民
生
委
員
、
社
会

福
祉
協
議
会
役
員
ら
が
訪
れ
、
町
か
ら
敬

老
金
を
贈
り
、
長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
、
町
長
が
百
二
歳
（
町

内
二
番
目
の
高
齢
者
）
の
川
口
鈴
子
さ
ん

が
入
所
す
る
「
一
期
一
会
荘
」
を
訪
れ
、

敬
老
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
「
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。肌

が
ピ
チ
ピ
チ
で
顔
色
も
よ
く
、
べ
っ
ぴ
ん

さ
ん
で
す
ね
」
と
町
長
が
話
し
掛
け
る
と
、

８０歳以上高齢者数　　 （平成１８年９月１日現在）
敬老金支給対象者数

行政区
合　計（内１００歳以上）９０歳以上８０～８９歳
２０４１６横 松
１６１１５萩
８０１３６７宮 津
３６１７２９宮 津 団 地
２５２２３宮 津 山 田
５４９４５板 山
４４５３９福 住
９４５福 住 園 高 台

９３１３８０白沢（日生含む）
２０２メ イ ツ 巽 ケ 丘

２００２０白 沢 台
４５１１２３３高 根 台

１３２１２２１１０草 木
６６１３５３坂 部
９４２３５５９卯 之 山
３１５２６阿 久 比 団 地
６６１０５６阿 久 比
３７９２８椋 岡
３２７２５矢 口
２７４２３高 岡

１０９２７８２植
５０６４４大 古 根

１,０８８５２０８８８０合　計

８０歳以上の高齢者 
　　　　 町内で１,０８８人 
８０歳以上の高齢者 
　　　　 町内で１,０８８人 

川口鈴子さんに敬老金を手渡す町長
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予
約
シ
ス
テ
ム
を
初
め
て
利
用
す
る
個

人
ま
た
は
団
体
の
代
表
者
は
、
阿
久
比
ス

ポ
ー
ツ
村
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、

予
約
シ
ス
テ
ム
か
ら
利
用
者
登
録
を
し
て
、

「
利
用
者
Ｉ
Ｄ
」
と
「
パ
ス
ワ
ー
ド
」
を

取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

利
用
者
登
録
は
携
帯
電
話
か
ら
は
で

き
ま
せ
ん
。

□
受
付
時
間
に
つ
い
て

　

阿
久
比
町
で
は
、
予
約
シ
ス
テ
ム
を
利

用
で
き
な
い
方
が
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う

に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
予
約
で
き
る

時
間
を
、
窓
口
で
の
予
約
開
始
可
能
日
の

正
午
か
ら
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

町
内
施
設
の
予
約
、
予
約
シ
ス
テ
ム
に

関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
は
、
左
表
の
と
お

り
で
す
。

□
予
約
の
流
れ

□
利
用
上
の
注
意

　

阿
久
比
町
内
施
設
使
用
料
は
、
決
め
ら

れ
た
期
日
ま
で
に
、
施
設
の
担
当
窓
口
へ

支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

シ
ス
テ
ム
で
予
約
を
し
た
場
合
は
、
七

日
以
内
に
使
用
料
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、

自
動
的
に
予
約
が
取
り
消
さ
れ
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
久
比
町
以
外
の
市
町
の
施
設
を
利
用

す
る
場
合
は
、
手
続
き
の
方
法
が
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
市
町
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

グ
ラ
ン
ド

○　

丸
山
公
園
（
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
運
動

広
場
）

□
参
加
市
町

　

豊
橋
市
／
瀬
戸
市
／
半
田
市
／

　

春
日
井
市
※
／
豊
川
市
／
安
城
市
／

　

西
尾
市
／
蒲
郡
市
／
犬
山
市
／

　

常
滑
市
／
江
南
市
／
小
牧
市
／

　

稲
沢
市
／
東
海
市
／
大
府
市
／

　

知
立
市
／
尾
張
旭
市
／
岩
倉
市
／

　

豊
明
市
／
日
進
市
※
／
愛
西
市
※
／

　

清
須
市
※
／
東
郷
町
※
／
長
久
手
町
／

　

豊
山
町
／
春
日
町
／
大
口
町
※
／

　

扶
桑
町
／
七
宝
町
※
／
甚
目
寺
町
／

　

蟹
江
町
／
阿
久
比
町
／
東
浦
町
※
／

　

武
豊
町
※
／
一
宮
市
／
田
原
市

　

※
は
平
成
十
九
年
四
月
一
日
以
降
に
稼

働
開
始
予
定
の
市
町
で
す
。

□
予
約
シ
ス
テ
ム
の
ア
ド
レ
ス

○
パ
ソ
コ
ン
か
ら

　

https://w
w
w
.e

‐ shisetsu.
e

‐ aichi.jp/w
eb/

○
携
帯
電
話
か
ら

https://w
w
w
.e

‐ shisetsu.
e

‐ aichi.jp/keitai/

※　

阿
久
比
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
利

用
で
き
ま
す
。
予
約
受
け
付
け
は
、
十

月
九
日（
月
）午
後
一
時
か
ら
で
す
。

　

十
月
九
日（
月
）午
後
一
時
か
ら
、
施
設

の
予
約
や
空
き
状
況
の
検
索
な
ど
を
行
え

る
、「
あ
い
ち
共
同
利
用
型
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
」
が
始
ま
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
自
宅
の

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
か
ら
、
参
加
市
町

の
施
設
の
予
約
や
空
き
状
況
の
検
索
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
町
内
の
対
象
と
な
る
施
設

○　

阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ
村
（
野
球
場
・
陸

上
競
技
場
）

○　

白
沢
グ
ラ
ン
ド
、
白
沢
グ
ラ
ン
ド
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
、
板
山
グ
ラ
ン
ド
、
草
木

10月9日（月） 
　　　 午後1時から 
あいち共同利用型 
施設予約システム 
運用を開始します 

10月9日（月） 
　　　 午後1時から 

システムで予約をする（仮予約）。 

申込日から７日以内までに施設窓口で使用料を支払う（本予約）。 
※利用日の９日以内の申し込みについては利用日の３日前まで。 

今までどおり 
窓口で予約したい 

予約の方法は、 
今までと同じです。 

システムで予約したい 

すでに利用者登録している 
場合 

初めて利用する場合 

窓口またはパソコンから利用者登録を行い、
利用者IDとパスワードを取得する。 
※利用者登録は、携帯電話からはできません。 

問い合わせ先施　　設　　名区　　分

阿久比スポーツ村
�（４９）２５００

野球場阿久比
スポーツ村

予約に関す
ること

陸上競技場
テニスコート白沢

グランド 運動広場
板山グランド
草木グランド

勤労福祉センター
�（４８）６６４４

テニスコート
丸山公園

運動広場

企画財政課
�（４８）１１１１
　（内線３０３）

全施設
予約システ
ム全般に関
すること
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10月から医療費の 
自己負担が変わります 高齢者の医療費 

老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

　法律の改正で、１０月から老人保健、国民健康保険で医療を受けている方の自己負担が変わります。
□問い合わせ先　保険課　�（４８）１１１１（内２５７・２１４）

　療養病床に入院する７０歳以上の人は、これまで食材料費相当のみを負担していましたが、介護保険との負担の均
衡を図るため、所得に応じて食費と居住費を負担することになります。負担額は介護保険と同額になります。

療養病床に入院する場合の食費・居住費の負担

　１カ月間の医療費の自己負担が高額になった場合、自己負担限度額を超えた分が高額医療費として支給されます。
その自己負担限度額が一部引き上げられます。
※　高額医療費の支給には申請が必要です。
※　入院の場合、窓口での負担は世帯単位の自己負担限度額までとなります。

平成 1 8 年 10 月 1 日から

�

平成 1 8 年 9 月 30 日まで

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人ごと）

44,400 円12,000 円一　　般40,200 円12,000 円一　　般

80,100 円
（医療費が 267,000 円を超えたと
きは、超えた分の 1％を加算）
（過去 1 2 ヵ 月間に世帯単位の自己負
担限度額を超えた支給があった場合、
4 回目以降は 44,400 円）

44,400 円
一定以上
所得者

72,300 円
（医療費が361,500 円を超えたと
きは、超えた分の1％を加算）
（過去 1 2 ヵ 月間に世帯単位の自己負
担限度額を超えた支給があった場合、
4 回目以降は 40,200 円）

40,200 円
一定以上
所得者

24,600 円8,000 円低所得Ⅱ24,600 円8,000 円低所得Ⅱ

15,000 円8,000 円低所得Ⅰ15,000 円8,000 円低所得Ⅰ

一般・一定以上所得者の自己負担限度額（月額）

�

平成 18 年 9 月 30 日まで

食材料費相当を負担  24,000 円

平成 1 8 年 10 月 1 日から

※　人工呼吸器、中心静脈栄養などを要する患者や脊髄損傷（四肢麻痺が見られる状態）、難
病などの患者については、現行どおり食材料費相当 24,000 円のみの負担となります。

食　費　42,000 円

居住費　10,000 円

●所得の低い人は負担が軽減されます

30,000 円住民税非課税世帯

22,000 円年金受給額 80 万円以下など

10,000 円老齢福祉年金受給者

　現役並み所得のある一定以上所得者の自己負担割合が２割から３割に引き上げられます。一定以上所得者以外は
１割のまま据え置かれます。

一定以上所得者の自己負担割合

平成 1 8 年 10 月 1 日から

��
平成 1 8 年 9 月 30 日まで

3割一定以上所得者2割一定以上所得者

1割一般、低所得Ⅰ・Ⅱ1割一般、低所得Ⅰ・Ⅱ

※一般、低所得Ⅰ・Ⅱ、一定以上所得者の判定基準は、８月１日号６ページに記載。



広報あぐい　２００６年９月１５日号

5

老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受受給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方

70 歳以上の方の自己負担限度額（月額）

平成 1 8 年 10 月 1 日から

�

平成 1 8 年 9 月 30 日まで

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人ごと）

外来＋入院
（世帯単位）

外来
（個人ごと）

44,400 円12,000 円一　　般40,200 円12,000 円一　　般

80,100 円
（医療費が 267,000 円を超えたと
きは、超えた分の 1％を加算）
（過去 1 2 ヵ 月間に世帯単位の自己負
担限度額を超えた支給があった場合、
4 回目以降は 44,400 円）

44,400 円
一定以上
所得者

72,300 円
（医療費が361,500 円を超えたと
きは、超えた分の1％を加算）
（過去 1 2 ヵ 月間に世帯単位の自己負
担限度額を超えた支給があった場合、
4 回目以降は 40,200 円）

40,200 円
一定以上
所得者

24,600 円8,000 円低所得Ⅱ24,600 円8,000 円低所得Ⅱ

15,000 円8,000 円低所得Ⅰ15,000 円8,000 円低所得Ⅰ

　７０歳未満の方と同様に、自己負担限度額が一部引き上げられます。

70 歳未満の方の自己負担限度額（月額）

　７０歳未満の慢性腎不全で人工透析を要する上位所得者は、１０月から毎月２０,０００円までとなります。

　１カ月間の医療費の自己負担が高額になった場合、自己負担限度額を超えた分が高額療養費として支給されます。
その自己負担限度額が一部引き上げられます。

平成 18 年 10 月 1 日から

4 回目以降
　　　※ 2

3 回目まで

44,400 円
80,100円＋（医療費－
267,000円）×1％

一　　　般

83,400 円
 150,000 円＋（医療費－
500,000 円）× 1％

上位所得者
　　　※1

24,600 円35,400 円
住民税
非課税世帯

※1　基礎控除後の総所得金額などが 600 万円（9 月 30 日までは
670 万円）を超える世帯。

※2　過去 12 カ月間に、 1 つの世帯での支給が 4 回以上あった場合の
4 回目以降の限度額。

�

平成 18 年 9 月 30 日まで

4 回目以降3 回目まで

 40,200 円
72,300 円＋（医療費－
241,000 円）× 1%

一　　　般

77,700 円
139,800 円＋（医療費－ 
466,000 円）× 1%

上位所得者

24,600 円35,400 円
住民税

非課税世帯

　現役並み所得のある一定以上所得者の自己負担割合が２割から３割に引き上げられます。一定以上所得者以外は
１割のまま据え置かれます。

平成 1 8 年 10 月 1 日から

��
平成 1 8 年 9 月 30 日まで

3割一定以上所得者2割一定以上所得者

1割一般、低所得Ⅰ・Ⅱ1割一般、低所得Ⅰ・Ⅱ

70 歳以上の方の自己負担割合

※一般、低所得Ⅰ・Ⅱ、一定以上所得者の判定基準は、８月１日号６ページに記載。
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会
場
に
は
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど
の
防
災

グ
ッ
ズ
も
展
示
さ
れ
、
参
加
者
は
、
あ
い

ち
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
説
明
を
真
剣
に
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　
「
救
護
訓
練
で
覚
え
た
、応
急
手
当
の
仕

方
な
ど
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
か
ら
家
族
で
試
し
て
み
よ
う

と
思
い
ま
す
」
と
参
加
者
の
女
性
が
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
積
極
的
に
地
域
の
自
主

防
災
会
に
参
加
す
る
な
ど
し
て
、
自
分
自

身
の
安
全
は
自
分
で
守
る
よ
う
に
心
掛
け
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
く
だ
さ
い
。

　

九
月
三
日
、
午
前
七
時
か
ら
丸
山
公
園

で
、
阿
久
比
町
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

各
地
区
の
自
主
防
災
会
や
町
赤
十
字
奉
仕

団
員
な
ど
総
勢
約
四
百
五
十
人
が
訓
練
に

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
後
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
東
海
地

震
な
ど
複
数
の
地
震
が
同
時
に
発
生
し
、

家
屋
の
倒
壊
で
多
く
の
住
民
が
負
傷
、
町

内
各
所
で
火
災
発
生
、
河
川
が
決
壊
し
大

き
な
被
害
が
で
た
こ
と
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　

半
田
消
防
署
阿
久
比
支
署
に
よ
る
エ

ア
ー
テ
ン
ト
設
営
訓
練
後
に
四
班
に
分
け

て
そ
れ
ぞ
れ
、
河
川
の
決
壊
に
対
す
る
土

の
う
積
み
な
ど
の
水
防
訓
練
や
倒
壊
し
た

家
屋
の
下
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
を
救
出

す
る
訓
練
、
け
が
人
を
手
当
て
す
る
救
護

訓
練
、
ホ
ー
ス
を
使
っ
た
初
期
消
火
訓
練

な
ど
を
順
番
に
行
っ
て
い
き
ま
し
た
。

救護訓練
エアーテント設営を見る参加者

土のう積み訓練

家屋の下に閉じこめられた人を救出する訓練

防災訓練に約450人が参加 防災訓練に約450人が参加 
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●芸術の都パリで、ピアノの技術を学んできます

　９月４日、文化庁から新進芸術家海外留学制度の音
楽分野で、ピアノ演奏の技術を学ぶために、１年間フ
ランスのパリへ留学する鈴村真貴子さん（卯之山出身）
が町長室を訪れました。
　鈴村さんは、東京芸術大学大学院音楽研究科でフラ
ンスの作曲家フランシス・プーランクを研究していま
す。中学生のときにテレビでピアニストの演奏する姿
を見て感動し、本格的にピアノのレッスンを始めたそ
うです。「将来ピアニストとしてがんばっていけるよう
にしっかりと勉強してきます。帰国後はふるさと阿久
比でコンサートを開きたい」と抱負を語っていました。

「アグピーもフランスへ持っていきます」と笑顔で話す鈴村さん

●稲刈りを子どもたちが体験

　４月２９日の農業まつりで植えた稲が収穫期を迎え、
８月２７日、稲刈り体験会が行われました。
　れんげちゃん研究会の主催で、子供たちに稲刈りを
体験してもらおうと企画され、今年で３回目。
　参加者たちは、農家の人に稲の刈り方を教わり、慣
れない手つきで稲を刈り取っていました。名古屋市か
ら参加した小学生の男の子は「初めて稲刈りをしたけ
ど、慣れてきたらおもしろかった」と笑顔で話してい
ました。

稲刈りを体験する親子ら

オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●来年２月から阿久比郵便局が無集配局化に

　８月３０日、阿久比郵便局無集配業務についての説明
会がエスペランス丸山で開かれ、６７人の参加者が日本
郵政公社東海支社の担当職員から説明を聞きました。
　「来年２月から、阿久比郵便局が現在実施している集
配業務、貯金と保険の集金業務を半田郵便局へ移す」。
「郵便窓口の時間外窓口は廃止するが、貯金、保険の
窓口業務、ＡＴＭは現行どおり」。「郵便物の配達、取
り集め、保管は半田郵便局で行うが、阿久比郵便局の
窓口での受け取りも可能」。「不在時の郵便物は、連絡
をすれば自宅へ配達する」などの説明がありました。

参加者を前に、説明を行う日本郵政公社東海支社の担当者

●寄贈ありがとうございます

　阿久比医師団（知多郡医師会阿久比支部）から阿久
比町へ緊急災害時用車椅子を３０台寄贈していただきま
した。
　２月２５日に、阿久比医師団や町などと合同で実施し
た「集団災害合同研修会」で、けが人の搬送手段が少
ないのではという反省点から、今回町へ車椅子を寄贈
してくれることになりました。
　「あってはならないことだが、災害時にはフル活用さ
せていただきます。ありがとうございました」と町長
が医師団の稲垣豊代表にお礼の言葉を述べました。

９月４日、町長から感謝状を受け取る稲垣豊代表

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）
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千
二
百
年
ほ
ど
前
（
弘
仁
年
間
）、
比
叡

山
を
開
い
た
伝
教
大
師
（
最
澄
）
は
、
教

え
を
広
め
る
た
め
全
国
行
脚
を
す
る
。

　

あ
ぐ
い
の
郷
に
も
立
ち
寄
り
、
池
の
ほ

と
り
に
さ
し
か
か
る
と
、
池
の
中
央
か
ら

金
色
の
光
が
立
ち
昇
り
、
ど
こ
か
ら
と
も

な
く
現
れ
た 
白 しろ 
兎 
が
光
め
が
け
て
飛
び
込

う
さ
ぎ

み
、
一
寸
七
分
（
約
五 
㌢ 
）
の
阿
弥
陀
仏

を
口
に
く
わ
え
て
、
大
師
の
前
に
運
ん
で

く
る
。

　

そ
の
出
来
事
を
帝
に
話
す
。
帝
は
大
変

喜
び
、
池
の
ほ
と
り
に
勅
願
寺
を
建
て
、

 
兎  
養  
山 
長
安
寺
と
名
付
け
る
よ
う
命
じ
る
。

と 
よ
う 
ざ
ん

（「
阿
久
比
の
昔
話
」�
兎
の
運
ん
だ
仏
様
�

に
詳
し
い
。）卯
之
山
の
地
名
は
兎
養
山
の

山
号
に
ち
な
み
「 
兎  
之  
山 
」
と
呼
ぶ
よ
う

う 

の 
や
ま

に
な
っ
た
と
伝
わ
る
。

　

今
回
は
そ
の
卯
之
山
村
絵
図
を
見
な
が

ら
ぶ
ら
り
旅
に
出
掛
け
る
。
ま
ず
は
卯
之

山
村
の
名
前
の
由
来
が
深
い
、
兎
養
山
弘

誓
院
を
訪
れ
る
。

　

境
内
入
口
に
は
書
道
の
上
達
を
願
い
、

使
い
古
し
た
筆
を
供
養
す
る
た
め
に
建
立

さ
れ
た
�
筆
塚
�
が
あ
る
。
石
碑
の
筆
塚

は
見
上
げ
る
ほ
ど
背
丈
が
高
い
。
私
も
友

人
も
筆
無
精
。
筆
ま
め
に
な
れ
る
よ
う
に

ペ
ン
を
筆
塚
の
方
に
か
ざ
し
、
頭
を
深
く

下
げ
る
。

　

副
住
職
と
お
庫
裏
さ
ん
に
話
を
聞
く
。

兎
養
山
長
安
寺
と
し
て
伝
教
大
師
が
建
立

し
た
と
伝
わ
る
こ
の
寺
は
、
も
と
も
と
天

台
宗
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
織
田
信
長
が

比
叡
山
延
暦
寺
を
焼
き
討
ち
し
た
時
代
に
、

何
度
も
兵
火
で
焼
失
し
た
ら
し
い
。

　

昔
話
に
出
て
く
る
ウ
サ
ギ
が
く
わ
え
て

い
た
仏
は
ど
こ
か
に
残
っ
て
い
る
の
か
尋

ね
る
。「
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来
の
胎
内
仏
で
、

信
長
の
命
令
で
寺
が
焼
か
れ
て
し
ま
っ
た

と
き
で
も
、
こ
の
仏
さ
ん
だ
け
は
、
戦
火

か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
し
い
で
す

よ
」。
し
ば
ら
く
し
て
、
渋
い
顔
を
し
て

「
本
尊
修
復
の
際
に
胎
内
を
見
た
と
き
は

空
洞
に
な
っ
て
い
て
、
仏
さ
ん
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
お
庫
裏
さ

ん
が
教
え
て
く
れ
る
。
伝
説
の
仏
は
、
ど

こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
か
分
か
ら
な
い
と

言
う
。

　

金
色
の
光
が
立
ち
昇
っ
た
と
言
わ
れ
る

池
は
、
村
絵
図
に
記
さ
れ
た
「
下
之
池
」

で
は
な
い
か
と
聞
い
た
の
で
、
次
に
池
に

向
か
う
こ
と
に
す
る
。

　

木
陰
に
入
る
と
、
風
は
さ
わ
や
か
な
秋

風
。
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
鳴
き
声
が
響
く
。

「
お
お
し
い
つ
く
つ
く
」
と
聞
こ
え
ま
す

よ
ね
と
、
友
人
が
言
う
。「
そ
う
か
な
、
ち

く
ち
く
ぼ
う
し
と
聞
こ
え
る
け
ど
な
あ
」。

た
わ
い
な
い
話
を
し
て
歩
を
進
め
る
。

（「
広
辞
苑
」に
は
七
月
末
か
ら
九
月
末
ま

で
「
お
お
し
い
つ
く
つ
く
」
と
鳴
く
と
あ

る
。
友
人
も
た
ま
に
は
ま
と
も
な
こ
と
を

言
う
。
少
し
見
直
し
た
。）

　

次
回
へ
続
く
。

ハスが並ぶ弘誓院境内

卯之山村絵図（阿久比町誌資料編１村絵図解説書から）

筆塚の石碑
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秋
は
、
行
楽
や
ス
ポ
ー
ツ
の
絶
好
の
時

期
と
な
り
、
外
出
す
る
機
会
も
増
え
る
な

ど
人
や
車
の
動
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
日
没
時
刻
が
日
増
し
に

早
ま
り
、
夕
暮
れ
時
か
ら
夜
間
に
か
け
て

高
齢
者
が
交
通
事
故
に
遭
う
危
険
性
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
あ
っ
た
重
点
的

な
交
通
安
全
運
動
を
県
内
全
域
で
展
開
し
、

交
通
事
故
の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
も
交
通
安

全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、

交
通
事
故
の
防
止
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

 
重
点
目
標　
　
　
　
　
　
　

【
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
】

・　

外
出
の
際
は
目
立
つ
服
装
や
反
射
材

の
着
用
を
家
族
ぐ
る
み
で
進
め
る
。

・　

普
段
利
用
す
る
生
活
道
路
の
危
険
個

所
に
つ
い
て
家
族
で
確
か
め
合
う
。

・　

外
出
の
際
（
歩
行
、
自
転
車
、
自
動

車
運
転
）
に
は
、
注
意
を
呼
び
掛
け
る

習
慣
を
つ
く
る
。

・　

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
は
積
極
的
に
交

通
安
全
教
室
に
参
加
す
る
。

・　

高
齢
者
を
見
か
け
た
ら
、
い
た
わ
り

運
転
に
心
掛
け
る
。

【
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車

乗
用
中
の
交
通
事
故
を
な
く
そ
う
】

・　

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
の
危
険
性
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
目
立
つ
服
装
や
反

射
材
の
着
用
に
心
掛
け
る
。

・　

自
転
車
の
日
常
点
検
を
行
う
。

・　

前
照
灯
を
午
後
五
時
に
は
点
灯
し
、

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
差
点
で
は
確
実

に
安
全
確
認
を
行
う
。

【
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

を
正
し
く
着
用
し
よ
う
】

・　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
正
し
い
着
用
を
家
族
み
ん
な
で
確

か
め
合
う
。

・　

後
部
座
席
の
同
乗
者
に
も
、
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
を
促
す
。

 
街
頭
啓
発
の
お
願
い　
　
　

　

秋
の
交
通
安
全
県
民
運
動
期
間
の
九
月

二
十
二
日（
金
）に
、「
知
多
半
島
オ
ー
ル

フ
ァ
ミ
リ
ー
交
通
安
全
一
斉
街
頭
啓
発
活

動
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
半
田
警
察
署

管
内
一
市
五
町
が
、
合
同
で
主
要
交
差
点

と
そ
の
付
近
で
一
斉
街
頭
啓
発
活
動
を
展

開
す
る
も
の
で
す
。
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

□
日　

時　

九
月
二
十
二
日（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
七
時
半
〜
午
前
八
時

□
啓
発
場
所

　

近
く
の
主
要
交
差
点
ま
た
は
そ
の
付
近

で
お
願
い
し
ま
す
。

　
（
小
雨
決
行
と
し
ま
す
。）

※　

只
今
、
反
射
タ
ス
キ
を
防
災
交
通
課

で
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

防
災
交
通
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
８
）

９
月
２１
日
（
木
）
〜
３０
日
（
土
） 

人　　　　　　数件　　　　　　数
区　　分

増　減１７　年１８　年増　減１７　年１８　年

－２２０－２２０死　　亡

－１２１－１２１重　　傷

＋１９１４９１６８＋１２１１５１２７軽　　傷

＋１６１５３１６９＋９１１９１２８合　　計

阿久比町交通事故発生状況阿久比町交通事故発生状況《１月～７月末》
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【
横
松
】
大
川
向
・
乙
張
・
芝
原
・
清
水
・

清
水
寺
・
西
側
・
西
之
海
道
・
西
之
崎
・
前

田
・
宮
後
田
・
宮
前
・
楢
【
萩
】
池
下
・
詩

丹
田
・
清
水
・
新
川
・
砂
瀬
・
曽
根
・
凸
清

水
・
眠
木
・
矢
下
・
録
丹
田
・
比
丘
尼
田
・

比
良
芝
【
宮
津
】
鼬
田
・
井
戸
廻
間
・
大

場
・
神
池
下
・
蟹
田
・
中
森
・
西
大
場
・
西

森
下
・
八
反
田
・
東
王
場
・
二
子
東
・
宮
天

神
・
宮
平
池
・
宮
平
柴
・
宮
家
下
・
宮
山
ノ

神
・
名
師
・
森
下
・
八
重
洲
・
野
添
・
山
子

山
・
山
田
・
小
森
・
中
井
名
・
大
洲
・
県
城

【
板
山
】
新
畑
・
柘
榴
・
西
ノ
海
道
山
・
前

田
・
南
天
白
・
女
夫
坂
【
福
住
】
井
堀
・
郷

和
池
・
東
脇
・
平
野
・
坊
田
・
六
反
田
【
白

沢
】
庵
之
下
・
大
橋
・
沖
之
田
・
カ
ナ
ク

ソ
・
上
大
橋
・
上
カ
ナ
ク
ソ
・
上
釜
ヶ
池
・

上
前
田
・
北
野
海
道
・
北
ノ
前
・
小
山
ヶ

崎
・
下
大
橋
・
下
カ
ナ
ク
ソ
・
下
釜
ヶ
池
・

下
蔵
々
・
下
谷
・
下
前
田
・
蛇
淵
・
天
神

裏
・
天
神
前
・
中
曽
根
・
縄
手
・
二
反
ノ

田
・
東
中
根
・
前
田
・
向
根
【
草
木
】
御
林

前
・
草
米
山
・
草
五
反
田
・
草
宮
前
・
草
元

倉
・
四
分
一
・
新
田
前
・
殿
井
田
・
半
之

田
・
平
井
堀
・
平
井
松
・
細
池
・
堀
田
・
松

山
・
鞠
古
・
宮
前
・
横
手
・
中
郷
・
栄
【
卯

坂
】
壱
丁
田
・
英
比
・
大
平
・
上
大
場
・
上

向
田
・
川
木
・
北
大
平
・
北
ノ
浦
・
北
丸

根
・
栗
之
木
谷
・
古
見
堂
・
三
明
・
四
反

　

水
害
や
土
砂
災
害
の
際
の
避
難
行
動
は
、

避
難
経
路
が
冠
水
す
る
な
ど
の
不
測
の
事

態
な
ど
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
早
め
の
行
動

が
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
計
画
さ
れ
た

避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
必
ず
し
も
適

切
で
は
な
く
、
事
態
の
切
迫
し
た
状
況
に

応
じ
て
、
自
宅
や
隣
接
建
物
の
二
階
な
ど

に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

避
難
勧
告
な
ど
の
判
断
基
準
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
避
難
準
備
（
要
援
護
者
避
難
）
情
報
】

①
知
多
地
域
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表

さ
れ
、
一
時
間
雨
量
が
四
十
㍉ 
ま
た
は
三

時
間
雨
量
が
六
十
五
㍉ 
を
超
え
た
と
き
。

【
避
難
勧
告
】

①
知
多
地
域
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表

さ
れ
、
一
時
間
雨
量
が
五
十
二 
㍉ 
ま
た
は

三
時
間
雨
量
が
八
十
三
㍉ 
を
超
え
た
と
き
。

ん
ら
ん
、
内
水
は
ん
ら
ん
と
し
、
避
難
す

べ
き
区
域
は
、
阿
久
比
町
防
災
マ
ッ
プ
に

掲
載
し
て
あ
る
「
東
海
豪
雨
浸
水
実
績
」

「
阿
久
比
川
・
十
ヶ
川
流
域
浸
水
予
想
図
」

や
「
東
海
豪
雨
罹
災
証
明
発
行
実
績
」
か

ら
判
断
し
て
、
宅
地
や
田
畑
の
浸
水
の
恐

れ
が
あ
る
次
の
地
区
（
小
字
単
位
）
と
し

ま
し
た
。（
小
字
単
位
で
表
記
し
て
い
る
た

め
、
地
区
に
よ
っ
て
は
浸
水
被
害
の
な
い

家
屋
も
あ
り
ま
す
。）

て
も
ら
い
ま
す
。
一
般
の
方
も
避
難
準
備

を
始
め
ま
す
。

○
避
難
勧
告

　

通
常
の
人
が
避
難
行
動
を
開
始
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
段
階
で
、
人
的
被
害
の
可

能
性
が
明
ら
か
に
高
ま
っ
た
状
態
で
す
。

　

避
難
す
る
際
に
は
、
隣
近
所
に
声
を
掛

け
て
、
避
難
行
動
を
開
始
し
ま
す
。

○
避
難
指
示

　

前
兆
現
象
の
発
生
や
現
在
の
切
迫
し
た

状
況
か
ら
、
人
的
被
害
の
発
生
す
る
危
険

性
が
非
常
に
高
い
と
判
断
さ
れ
た
状
況
で

す
。

　

避
難
中
の
方
は
、
確
実
な
避
難
行
動
を

完
了
し
、
ま
だ
避
難
し
て
い
な
い
方
は
、

直
ち
に
避
難
行
動
に
移
り
、
行
動
に
移
れ

な
い
場
合
は
生
命
を
守
る
最
低
限
の
行
動

を
取
り
ま
す
。

水
害
編　
　
　
　
　
　
　
 

　

対
象
な
る
河
川
は
、
二
級
河
川
の
阿
久

比
川
水
系
の
五
河
川
（
阿
久
比
川
・
前
田

川
・
矢
勝
川
・
草
木
川
・
福
山
川
）
と
十
ヶ

川
水
系
の
二
河
川
（
十
ヶ
川
・
英
比
川
）

の
計
七
河
川
で
す
。

　

対
象
と
す
る
災
害
は
、
破
提
、
越
水
は

　

平
成
十
六
年
に
全
国
を
襲
っ
た
一
連
の

水
害
、
土
砂
災
害
で
は
、
避
難
勧
告
な
ど

を
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
対
象
地
域
に
発

令
で
き
て
い
な
い
こ
と
、
避
難
勧
告
な
ど

が
伝
わ
っ
て
も
住
民
が
避
難
し
な
い
、
高

齢
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護
者
の
逃
げ
遅

れ
な
ど
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点
を
受
け
、

昨
年
度
か
ら
、
庁
内
に
「
避
難
勧
告
等
の

判
断
・
伝
達
」
に
係
る
検
討
会
を
設
け
、

具
体
的
な
判
断
基
準
や
対
象
区
域
の
特
定

作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

水
害
と
土
砂
災
害
に
係
る
避
難
勧
告
な

ど
を
次
の
三
つ
に
分
類
し
ま
し
た
。

○
避
難
準
備
（
要
援
護
者
避
難
）
情
報

　

特
に
避
難
行
動
に
時
間
を
要
す
る
人
が

避
難
行
動
を
開
始
す
る
段
階
で
、
人
的
被

害
の
発
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
た
状
況

で
す
。

　

非
常
持
ち
出
し
品
を
持
参
し
、
避
難
す

る
前
に
、
地
域
の
自
主
防
災
会
に
連
絡
し

て
か
ら
避
難
し
ま
す
。
避
難
行
動
に
支
援

が
必
要
な
人
は
、
避
難
支
援
者
に
協
力
し

４６ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

田
・
昭
和
・
城
山
・
城
山
下
・
城
街
道
・
神

田
・
砂
走
・
仙
入
坊
・
ダ
ラ
ミ
・
知
原
岬
・

西
谷
・
二
反
田
・
入
道
ヶ
池
・
丸
根
・
丸
ノ

内
・
山
ノ
内
・
山
深
田
・
坂
部
・
古
川
【
阿

久
比
】
唐
透
・
北
下
川
・
五
葉
・
五
葉
下
・

千
速
・
中
根
下
・
真
向
塚
・
南
下
川
・
宮

後
・
宮
前
・
駅
前
一
丁
目
・
駅
前
二
丁
目

【
椋
岡
】
曲
田
・
祭
礼
坊
・
沢
渡
・
下
田

原
・
高
田
・
角
平
芝
・
角
前
田
・
徳
吉
・
中

長
・
菱
田
・
広
表
・
道
上
【
矢
高
】
内
越
・

梶
明
・
三
ノ
山
高
・
砂
田
・
高
岡
北
・
高
岡

南
・
高
中
根
・
出
口
・
東
郷
・
東
山
・
六
反

【
植
大
】
植
五
反
田
・
植
高
田
・
植
深
田
・

大
坪
・
大
野
崎
・
大
前
田
・
大
松
本
・
柿

添
・
亀
坂
下
・
川
田
・
木
口
・
弘
矢
・
光
林

坊
・
五
郷
所
・
島
田
内
・
高
徳
吉
・
築
地
・

西
徳
吉
・
西
向
毛
・
野
崎
・
浜
田
・
東
田
・

東
徳
吉
・
東
向
毛
・
前
崎
・
御
手
洗

避
難
勧
告

な
ど
の
判
断
基
準
と
伝
達
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②
知
多
地
域
に
大
雨
・
洪
水
警
報
が
発
表

さ
れ
、
河
川
が
計
画
高
水
位
に
達
し
、
そ

の
後
に
時
間
雨
量
が
三
十
㍉ 
以
上
降
る
と

予
想
さ
れ
る
と
き
。
③
河
川
管
理
施
設
の

異
常
（
破
堤
に
つ
な
が
る
恐
れ
の
あ
る
漏

水
な
ど
）
を
確
認
し
た
と
き
。

【
避
難
指
示
】

①
破
提
・
越
水
・
溢
水
を
確
認
し
た
と
き
。

②
河
川
管
理
施
設
の
大
規
模
な
異
常
（
堤

防
本
体
の
亀
裂
、
大
規
模
な
漏
水
な
ど
）

を
確
認
し
た
と
き
。

　

阿
久
比
町
を
流
れ
る
阿
久
比
川
水
系
と

十
ヶ
川
水
系
は
、
五
年
に
一
回
程
度
発
生

す
る
確
率
の
降
雨
に
対
し
て
河
川
改
修
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。（
広
報
七
月
十
五
日

号
掲
載
）
避
難
勧
告
な
ど
の
発
令
基
準
は
、

こ
の
雨
量
を
基
準
に
し
ま
し
た
。

　

避
難
が
予
想
さ
れ
る
大
雨
の
と
き
は
、

庁
舎
屋
上
に
設
置
し
て
あ
る
雨
量
計
の

デ
ー
タ
を
、「
あ
ん
し
ん
防
災
ね
っ
と
」
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
逐
次
発
信
し
ま
す
。

土
砂
災
害
編　
　
　
　
　
 

　

警
戒
す
べ
き
個
所
と
対
象
と
な
る
個
所

は
、
町
内
の
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険
個
所
四

十
七
個
所
と
山
腹
崩
壊
危
険
地
区
（
十
四

個
所
）
で
す
。（
阿
久
比
町
防
災
マ
ッ
プ
掲

載
。
八
月
二
十
一
日
に
卯
坂
字
栗
之
木
谷

地
内
〇
・
二　

を
愛
知
県
土
砂
災
害
警
戒

ha

区
域
に
追
加
）
土
砂
災
害
の
発
生
の
危
険

性
は
時
間
雨
量
な
ど
の
短
時
間
降
雨
指
数

と
土
壌
雨
量
指
数
な
ど
の
長
期
降
雨
指
数

の
相
関
関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

愛
知
県
で
は
現
在
の
降
雨
量
か
ら
三
時

間
先
ま
で
の
雨
量
を
予
測
し
、
過
去
の
土

砂
災
害
の
事
例
と
対
照
し
、「
土
砂
災
害
防

災
情
報
」
を
各
自
治
体
に
情
報
提
供
し
て

い
ま
す
。
町
で
は
、
こ
の
情
報
を
基
準
に
、

避
難
勧
告
な
ど
を
発
令
し
ま
す
。

【
避
難
準
備
（
要
援
護
者
避
難
）
情
報
】

①
愛
知
県
土
砂
災
害
防
災
情
報
の
雨
量
予

測
値
が
、
二
時
間
後
に
「
が
け
崩
れ
多
発
」

参
考
基
準
値
に
到
達
し
た
と
き
。
②
土
砂

災
害
危
険
個
所
の
巡
視
で
、
湧
水
、
小
石

が
斜
面
か
ら
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
だ
す
な
ど
の

前
兆
現
象
が
発
見
さ
れ
た
と
き
。

【
避
難
勧
告
】

①
愛
知
県
土
砂
災
害
防
災
情
報
の
雨
量
予

測
値
が
、
一
時
間
後
に
「
が
け
崩
れ
多
発
」

参
考
基
準
値
に
到
達
し
た
と
き
。
②
土
砂

災
害
危
険
個
所
の
巡
視
で
、
斜
面
の
亀
裂
、

斜
面
の
は
ら
み
、
擁
壁
・
道
路
な
ど
に
ク

ラ
ッ
ク
が
発
生
な
ど
の
前
兆
現
象
が
発
見

さ
れ
た
と
き
。

【
避
難
指
示
】

①
愛
知
県
土
砂
災
害
防
災
情
報
の
現
在
の

雨
量
値
が
「
が
け
崩
れ
多
発
」
参
考
基
準

値
に
到
達
し
た
と
き
。
②
近
隣
で
土
砂
災

害
が
発
生
。
③
近
隣
で
土
砂
移
動
現
象
、

山
鳴
り
、
流
木
の
流
出
、
斜
面
崩
壊
、
沢

水
の
水
位
低
下
な
ど
が
発
見
さ
れ
た
と
き
。

　

避
難
勧
告
な
ど
は
、
防
災
行
政
無
線
、

あ
ん
し
ん
防
災
ね
っ
と
、
広
報
車
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
自
主
防
災
会
へ
の
連
絡
な
ど

を
通
じ
て
伝
達
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
住
ん

で
い
る
地
域
が
避
難
対
象
に
な
っ
て
い
る

か
ど
う
か
、
避
難
所
ま
で
の
経
路
は
ど
う

か
な
ど
「
阿
久
比
町
防
災
マ
ッ
プ
」
を
参

考
に
、
家
族
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
七
年
一
月
十
七
に
発
生
し
た
「
阪

神
・
淡
路
大
震
災
」
で
多
く
の
方
が
、
家

具
の
転
倒
や
落
下
で
死
亡
し
た
り
、
負
傷

し
ま
し
た
。

　

家
屋
の
耐
震
化
同
様
、
住
ま
い
の
安
全

対
策
と
し
て
家
具
の
配
置
を
見
直
し
て
、

家
の
中
に
逃
げ
場
と
な
る
安
全
な
ス
ペ
ー

ス
を
つ
く
り
、
個
々
の
家
具
を
し
っ
か
り

固
定
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
の
家
具
転
倒
事

故
防
止
の
た
め
に
、
家
具
転
倒
防
止
金
具

取
り
付
け
に
対
し
て
、
費
用
を
負
担
す
る

制
度
を
設
け
ま
し
た
。

□
事
業
の
内
容

①
対
象
家
屋　

対
象
が
居
住
す
る
家
屋
。

②
取
付
部
屋
な
ど　

利
用
頻
度
の
高
い
寝

室
、
居
間
な
ど
。

③
取
付
対
象
家
具　

洋
服
ダ
ン
ス
、
和
ダ

ン
ス
、
整
理
ダ
ン
ス
な
ど
。（
家
電
、
仏

壇
を
除
く
）

④
取
付
家
具
数　

一
世
帯
四
点
ま
で
。

⑤
取
付
金
具　

金
具
の
種
類
は
、
町
が
指

定
す
る
チ
ェ
ー
ン
お
よ
び
固
定
金
具
と

し
、
家
具
、
壁
な
ど
に
固
定
で
き
る
も

の
と
す
る
。

□
対
象
者

　

阿
久
比
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
う
ち
、
取

り
付
け
を
希
望
す
る
世
帯
。

①　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯
。

②　

身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
の
方
が

属
す
る
世
帯
。

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
三
級
以

上
の
方
が
属
す
る
世
帯
。

④　

療
育
手
帳
Ｂ
判
定
以
上
の
方
が
属
す

る
世
帯
。

⑤　

母
子
世
帯
で
義
務
教
育
就
学
中
ま
た

は
就
学
以
前
の
子
ど
も
が
属
す
る
世
帯
。

（
義
務
教
育
終
了
後
の
子
ど
も
が
い
る

場
合
に
は
対
象
外
）

⑥　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
属
す
る
世
帯
。

⑦　

①
〜
⑥
に
準
ず
る
世
帯
で
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
世

帯
で
税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除
に
該

当
す
る
方
が
属
す
る
世
帯
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

九
月
十
五
日
か
ら
申
し
込
み
受
け
付
け

を
行
い
ま
す
。

　

防
災
交
通
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

 
（
内
２
０
８
・
２
７
７
）

家
具
転
倒
防
止
金
具
取
り
付
け
の
費
用
を
負
担
し
ま
す 
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広報あぐい　２００６年９月１５日号

平成１８年度 《子育て支援》 

なかよし広場 
阿久比町保育協議会 

な
か
よ
し
広
場
の

ご

あ

ん

な

い

遊びの内容電　話保育園名開催日

運 動 遊 び ほ か４８－５００２宮津保育園３日（火）

サーキット遊びほか４８－２９８６北原保育園１０日（火）

ミニ運動会ほか４８－５００１城山保育園１１日（水）

運動会ごっこほか４８－８８１２東部保育園１２日（木）

運動会ごっこほか４８－６６０３南部保育園１６日（月）

運 動 遊 び ほ か４８－０９０３草木保育園１７日（火）

運 動 遊 び ほ か４８－０５０４中部保育園１９日（木）

運動会ごっこほか４８－０１４９英 保 育 園２４日（火）

　

町
内
八
保
育
園
（
宮
津
・
北
原
・
城
山
・

東
部
・
南
部
・
中
部
・
草
木
・
英
）
で
は
、

未
就
園
の
子
ど
も
と
親
が
安
心
し
て
遊
ぶ

こ
と
の
で
き
る
「
な
か
よ
し
広
場
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

ど
の
保
育
園
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

□
時　

間　

午
前
九
時
〜
午
前
十
一
時
半

※
育
児
相
談
は
、
毎
回
各
保
育
園
で
行
い

ま
す
。

　

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
保
健
師
が
来
園
し
ま
す
。

　

十
月
十
一
日（
水
）　

城
山
保
育
園

��������	
��
�������
�（更生保護女性会「愛の標語集」から）

�
　

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
と
は
、
調
理
の
各
段

階
で
環
境
に
配
慮
す
る
料
理
づ
く
り
の
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

食
事
に
関
す

る
ご
み
は
、
毎

日
出
る
も
の
で

す
が
、
ち
ょ
っ

と
し
た
ア
イ
デ

ア
で
食
材
を
ム

ダ
な
く
使
う
こ

と
が
で
き
、
ご

み
減
量
に
つ
な

が
り
ま
す
。

３
Ｒ
の
実
践
例

　

油
物
の
料
理
を
す
る
と
き
、
天
ぷ
ら
↓

フ
ラ
イ
↓
唐
揚
げ
↓
炒
め
物
の
順
に
油
を

使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

油
を
残
す
こ
と
な
く
使
い
切
る
こ
と
が

で
き
、
水
質
汚
濁
や
ご
み
の
排
出
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ

な
ど
の
皮
は
、
千
切
り
に
し
て
き
ん
ぴ
ら

に
調
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
３
Ｒ
と
は
、「
R
e
d
u
c
e　

発
生
抑

制
」「
R
e
u
s
e　

再
使
用
」「
R
e
c

y
c
l
e　

再
利
用
」
で
す
。）

□
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
衛
生
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
７
）

エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を

実
践
し
ま
し
ょ
う

身
近
身
近
な
と
な
と
こ
ろ
か
ろ
か
ら 

　
　
　
　
ご
み
減
量
を

減
量
を
！ 

⑤ 

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら 

　
　
ご
み
減
量
を
！ 

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防 しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ うううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう
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広報あぐい　２００６年９月１５日号

TEL（48）1111 
（内311・312） 

保健センター 
通　信 

保健センター 
通　信 

イイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル エエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエエ ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン ザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザザ ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををインフルエンザを 予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予 防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防 しししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししししし よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううしよう
　インフルエンザは、インフルエ
ンザウイルスに感染することに
よって起こります。
　典型的な症状は高熱、頭痛、関
節痛、筋肉痛などです。普通のか
ぜに比べて全身症状が強く出るこ
とが多く、気管支炎や肺炎などを
合併し、重症化することもありま
す。
　インフルエンザを予防するため
に、流行時には人込みに行くこと
は避けましょう。
　帰宅後などにはうがい、手洗い
をしましょう。
　インフルエンザの感染の広がり
には空気の乾燥が関連しています。
室内では加湿器などを使って、適
度な湿度を保ちましょう。バラン
スのよい食事、十分な睡眠を取る
ことも大切です。
　インフルエンザ予防接種は、受
けたからといって全員がかからな
いわけではありませんが、重症に
なることを防ぐ効果があります。

�

　町では、予防接種法により、高
齢者に対するインフルエンザ予防
接種を、下記のとおり実施します。
ぜひ、予防接種を受けましょう。
□対象者
　阿久比町に住所のある方で
　①　満６５歳以上の方
②　満６０歳以上６５歳未満の方で
心臓、腎臓、呼吸器（身体障
害者福祉手帳１級）およびヒ
ト免疫不全ウイルスによる免
疫の機能障害のある方

高齢者の
インフルエンザ予防接種

□実施期間
　１０月２日（月）から１２月２８日（木）
まで
　（実施期間中に対象年齢になる
方は、対象年齢となった日から１２
月２８日（木）までです。）
□接種回数
　１人１回
□接種料金
　１，０００円
※　生活保護世帯、町民税非課税
世帯の方は、申請により費用が
免除されます。９月１５日（金）か
ら申請の受け付けを始めます。

接種前に保健センターで手続き
をしてください。

□実施場所
　下表の「阿久比町インフルエン
ザ予防接種実施医療機関」
□申し込み方法
　接種実施医療機関にあらかじめ
予約をしてください。
□持ち物
　保険証
　対象者②に該当する方は、医師
の診断書または身体障害者福祉手
帳（１級）の写し

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～

～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

～～～～～～～～～～～～～～～

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接接種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種種実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機機関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
電　　　話医　療　機　関

48－ 2131飯 塚 医 院 

48－ 6300ち た 整 形 外 科 ク リ ニ ッ ク

48－5551東 ヶ 丘 ク リ ニ ッ ク

48－3737山 田 内 科

48－ 8787浅 井 外 科

48－ 8866阿 久 比 ク リ ニ ッ ク

48－9074ハ ー ブ 内 科 皮 フ 科

49－2525高 津 耳 鼻 咽 喉 科

48－0202渡 辺 ク リ ニ ッ ク

49－2100岡 田 ハ ー ト ク リ ニ ッ ク

47－1275竹内整形外科・内科クリニック

49－3811於 大 ク リ ニ ッ ク 阿 久 比

　今年度は町からの個別通知はありません。
予診票は各医療機関にあるものを使用してく
ださい。
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広報あぐい　２００６年９月１５日号

　
キ
　
リ
　
ト
　
リ

■
楽
し
く
て
た
め
に
な
る
糖
尿
病

　
予
防
教
室
⑤

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

■
男
性
い
き
い
き
教
室
③

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
ミ
ニ
ド
ッ
ク
結
果
説
明

　
■■時  
１３
：３
０
～
１５
：０
０

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
お
な
か
ス
ッ
キ
リ
★
健
康
教
室
③

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
ラ
ッ
コ
の
会
　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１８
年
３
月
１４
日
～

　
　
　
　
　
　
４
月
１１
日
生
ま
れ

■
乳
児
健
診
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１８
年
６
月
１３
日
～

　
　
　
　
　
　
７
月
１０
日
生
ま
れ

■
健
康
体
操
の
つ
ど
い

　
■■時  
１９
：３
０
～
２１
：０
０

　
■■場  
ふ
れ
あ
い
の
森
体
育
室

※
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。体
操

の
で
き
る
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
男
性
い
き
い
き
教
室
④

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

■
男
性
い
き
い
き
教
室
⑤

　
■■時  
１０
：０
０
～
１２
：０
０

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

　
　（
接
種
時
間
１３
：２
０
～
で
す
）

■
予
防
接
種（
ポ
リ
オ
）

　
■■時  
１３
：０
０
～
１４
：０
０

　
　（
接
種
時
間
１３
：２
０
～
で
す
）

■
離
乳
食
講
習
会

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：３
０

　
■■対  
平
成
１８
年
１
月
～
２
月
生
ま
れ

■
１
歳
６
カ
月
児
健
診

　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１７
年
３
月
２０
日
～

　
　
　
　
　
　
４
月
１７
日
生
ま
れ

■
乳
が
ん
検
診
　
子
宮
が
ん
検
診

　
■■時  
９
：０
０
～
１１
：０
０

　
　
１３
：０
０
～
１４
：２
０

　
■■対  
申
込
者

■
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診

　
■■時  
１０
：０
０
～

　
■■対  
平
成
１６
年
３
月
～
４
月
生
ま
れ

■
１
歳
児
歯
科
相
談

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：０
０

　
■■対  
平
成
１７
年
１０
月
生
ま
れ

■
３
歳
児
健
診
　
■■時  
１２
：４
５
～

　
■■対  
平
成
１５
年
９
月
生
ま
れ

■
母
子
健
康
手
帳
交
付

　
■■時  
１０
：０
０
～
１１
：０
０

■
男
性
い
き
い
き
教
室
⑥

　
■■時  
９
：３
０
～
１１
：３
０

■
お
な
か
ス
ッ
キ
リ
★
健
康
教
室
④

　
■■時  
９
：４
５
～
１１
：３
０

月
の
保
健
ガ
イ
ド

診
療
時
間

　
９：
００
～
１３
：０
０

　
日
・
祝

�
半
田
歯
科
医
療
セ
ン
タ
ー

　
半
田
市
港
町
１
－
６２

　
�
２３
－
２６
３６

《
健
康
な
ん
で
も
相
談
日
》

　
６
日（
金
）・
１３
日（
金
）・
２０
日（
金
）・
２７
日（
金
）

※
　
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
体
重
・
身
長
・

血
圧
な
ど
を
測
定
し
ま
す
。（
電
話
相
談
も
可
）

診
療
時
間

　
 ９
：０
０
～
１１
：０
０

　
１３
：０
０
～
１５
：０
０

□時  
時
　
間
　
　
□対  
対
　
象

□場  
場
　
所
　
　
□そ  
そ
の
他

～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～
 ～

※
場
所
の
指
定
の
な
い
場
合
、
会
場
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
す
。

１
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

８
日
�
 ハ
ー
ブ
内
科
皮
フ
科

 横
松
字
宮
前
６７

  
�
４８
－
９０
７４

９
日
�
 東
ヶ
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク

 福
住
字
高
根
台
１１
－
６

  
�
４８
－
５５
５１

１
５
日
�
 山
田
内
科

 草
木
字
平
井
堀
３

  
�
４８
－
３７
３７

２
２
日
�
 飯
塚
医
院

 福
住
字
六
反
田
１
－
９

  
�
４８
－
２１
３１

２
９
日
�
 浅
井
外
科

 白
沢
字
天
神
前
３３
－
２

  
�
４８
－
８７
８７

診
療
時
間

　
９：
００
～
１２
：０
０

休 日 診 療 案 内

乳 児 ・ 一 般 健 康 相 談

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�

�
�
�
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１０月の図書館カレンダー
※●●印は休館日です。

土金木水火月日

７６５４�３�２１

１４１３１２�１１�１０９８

２１２０１９１８１７�１６１５

２８２７２６２５２４�２３２２

�３１�３０２９

開館時間　火～金　　　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日・祝日　午前１０時～午後５時

　お話コーナーで、紙芝居や絵本
の読み聞かせなど、子ども向けの
楽しい催しをします。
�土曜日　午後２時３０分から
�日曜日　午前１１時から
　と祝日　午後２時３０分から

《 今 月 の お す す め 》

『徳富蘇峰　終戦後日記－「頑蘇夢物語」』
徳富　蘇峰　著

『２４３６５沖縄』
２４３６５沖縄研究会　著

『インドの時代　豊かさと苦悩の幕開け』
中島　岳志　著

『失敗学』
畑村　洋太郎　著

『哺乳類天国　恐竜絶滅以後、進化の主役たち』
デイヴィッド ･Ｒ ･ウォレス　著

『サボテンライフ』
飯島　健太郎　著

『ザ・アンカー ピーター・ジェニングス』
ＮＨＫ制作班　著

『完全版 サンダーバード全記録集２』
伊藤　秀明　監修

『氷の人形（アイス・ドール）』
森村　誠一　著

　愛するとは、家族とは、幸せと
は・・・。寅次郎やマドンナがつぶやい
た、あのひと言が胸を打つ。国民的
映画「男はつらいよ」にちりばめら
れた珠玉のせりふを集め、その言葉
の奥にある「生きるヒント」を浮き
彫りにする。

�������

阿久比町立図書館
�48-6231

『みんな にこにこ』
ふくだ　としお　作

『いつもそばに犬がいた』
ゲイリー ･ポールセン　作

かみや　しん　絵

『プーさんのおはなしえほん
　　　　　　Ｗｉｎｎｉｅ－ｔｈｅ－Ｐｏｏｈ』

末吉　暁子　訳
『虎の弟子』

ローレンス・イェップ　作

　秋になっても、麦わら帽子をか
ぶっている少女。思いきり引っ張る
と、手も足も、麦わら帽子の中に入っ
てしまった。真っ暗な帽子の中で目
をこらすと ･･･。｢ よい絵本 ｣選定の
名作を、新装版で！ 『むぎわらぼうし』『むぎわらぼうし』

竹下 文子 作／いせ ひでこ 絵竹下　文子　作／いせ　ひでこ　絵

『ヘタな人生論より「寅さん」のひと言』『ヘタな人生論より「寅さん」のひと言』
吉村 英夫 著吉村　英夫　著

★南部小展
　９月２４日（日）まで
★嫩の会展
　９月２９日（金）～１０月９日（月）
★英比小展
　１０月１４日（土）～１０月２５日（水）

�������

図 書 館 か ら の お 知 ら せ  図 書 館 か ら の お 知 ら せ  
　７月からインターネットを利用して、自宅のパソコンや外出先の携帯電話から、図書館の資料を検索できるように
なりました。利用したい本やＣＤなどが図書館にあるかどうか、資料が貸出中なのか、すぐに利用できるのかどうか
を調べることができます。

　パソコンからの検索：図書館ホームページを開きます。
　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ａｇｕｉ.ｌｇ.ｊｐ/ｋａ/ｔｏｓｈｏ

　携帯電話からの検索：携帯電話のインターネット接続画面からアドレスを入力します。
　ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ.ｔｏｗｎ.ａｇｕｉ.ｌｇ.ｊｐ/ｋａ/ｔｏｓｈｏ/ｍｏｂｉｌｅ.ｈｔｍｌ
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Information

お知らせ  
InformationInformation

　

十
月
一
日
に
平
成
十
八
年
事
業
所
・
企

業
統
計
調
査
が
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

事
業
所
・
企
業
統
計
調
査
は
、
商
店
や

工
場
、
営
業
所
、
医
院
、
寺
院
な
ど
全
て

の
事
業
所
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
、
市
区

町
村
な
ど
が
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
を
考
え

る
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

九
月
下
旬
か
ら
各
事
業
所
に
「
調
査
員

証
」
を
携
行
し
た
調
査
員
が
伺
い
、
調
査

票
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
の
で
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
財
政
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
３
）

�
　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動

車
事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目

的
と
し
て
、
原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す

べ
て
の
自
動
車
に
、
加
入
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

車
検
制
度
の
な
い
二
百
五
十 
㏄ 
以
下
の

バ
イ
ク
（
原
動
機
付
自
転
車
・
軽
二
輪
自

動
車
）
は
、
有
効
期
限
切
れ
、
か
け
忘
れ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局

　

�
０
５
２（
３
５
１
）５
３
１
２

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.jibai.jp

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	



�

�

�

�

�

�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

秋
の
一
日
、
家
族
や
友
達
と
一
緒
に
阿

久
比
の
史
跡
巡
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時

　

十
月
十
五
日（
日
）　

※
雨
天
中
止

　

午
前
八
時
二
十
分
か
ら
受
け
付
け

　

午
前
九
時
出
発

　

午
前
十
一
時
半
ご
ろ
ゴ
ー
ル

□
集
合
場
所　

東
部
小
学
校

□
コ
ー
ス　

ふ
れ
あ
い
マ
ッ
プ
「
史
跡
め

ぐ
り
コ
ー
ス
」（
約
四
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）

□
参
加
費　

無
料

□
申
込
期
限　

十
月
十
一
日（
水
）

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

窓
口
と
し
て
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

　

事
務
所
で
は
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉
士
、
保
健
師
の
専
門

職
員
が
連
携
し
て
業
務
を
行
い
、
開
所
の

準
備
を
進
め
ま
す
。

□
事
務
所
設
置
場
所

　

役
場
庁
舎
（
地
下
一
階
東
南
角
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
１
８
）

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
所
設
置

に
伴
い
、
九
月
一
日
付
け
で
次
の
と
お
り

町
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

（　

）
は
前
職

　
【
課
長
級
】環
境
衛
生
課
長
兼
保
健
係
長

（
環
境
衛
生
課
長
）
池
谷
洋
司

　
【
係
長
級
】保
険
課
地
域
包
括
支
援
係
長

（
環
境
衛
生
課
保
健
係
長
）
鈴
村
み
え
子

　

平
成
十
九
年
一
月
に
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

九
月
一
日
か
ら
開
所
に
向
け
て
事
務

所
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

生
き
生
き
と
生
活
し
て
い
く
た
め
に

は
、
で
き
る
限
り
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
に
予
防
対
策
を
取
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
要
介

護
状
態
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
状
態

に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
医
療

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
変
化
に
応
じ
て

サ
ー
ビ
ス
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
高
齢
者
の
心
身
の
健
康
の
維

持
、
保
健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
、

生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助

や
支
援
を
行
う
た
め
の
、
総
合
相
談

地域包括支援センター事務所を設置

�

�

�

�

������������������������������������������������������������������������������������������

������������������������������������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

　

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
児
童
手
当
の
支

給
対
象
年
齢
が
、
小
学
校
六
年
生
ま
で
に

拡
充
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
る
児
童

の
保
護
者
の
方
は
、
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
改
正
に
伴
う
新
規
の
請
求

は
九
月
三
十
日
ま
で
に
受
け
付
け
た
も
の

に
限
り
、
特
例
的
に
四
月
一
日
（
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

養
育
者
の
加
入
す
る
年
金
制
度
に
よ
り
、

左
表
の
と
お
り
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

限
度
額
は
、
前
年
（
一
月
か
ら
五
月
ま
で

の
月
分
に
つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
額

で
判
定
し
ま
す
。

サラリーマン
（厚生年金等加入者）

自営業者
（国民年金加入者）

扶養親族
等の数

５３２万円４６０万円０人

５７０万円４９８万円１人

６０８万円５３６万円２人

６４６万円５７４万円３人

６８４万円６１２万円４人

７２２万円６５０万円５人

※　所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養
親族がある者についての限度額（所得額ベース）は上記の額
にその老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき
６万円を加算した額。
※　扶養親族などの数が６人以上の場合の限度額（所得額
ベース）は、１人につき３８万円（老人控除対象配偶者または
老人扶養親族であるときは４４万円）を加算した額。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）

児
童
手
当
が
6
年
生
ま
で
に 

拡
充（
所
得
制
限
も
緩
和
） 

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
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消
防
法
改
正
に
よ
り
防
火
管
理
者
は
五

年
以
内
ご
と
の
講
習
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

甲
種
防
火
管
理
再
講
習
会
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

十
月
二
十
日（
金
）

　

午
後
一
時
十
五
分
〜
午
後
四
時
半

□
場　

所　

半
田
市
中
央
公
民
館
講
堂

　

（
雁
宿
ホ
ー
ル
内
）

　

半
田
市
雁
宿
町
１
‐　

‐
１

２２

□
対　

象　

収
容
人
員
三
百
人
以
上
の
公

民
館
、
遊
技
場
、
ホ
テ
ル
、
病
院
な
ど
不

特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
防
火
対
象

物
の
防
火
管
理
者
で
、
平
成
十
四
年
三
月

三
十
一
日
以
前
に
講
習
を
修
了
し
て
い
る

方
。

□
定　

員　

百
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

□
受
講
料　

千
三
百
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

□
受
付
期
間

　

九
月
二
十
五
日
〜
二
十
九
日

　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
申
込
方
法

　

所
定
の
申
込
書
に
記
入
の
上
、
写
真
二

枚
（
縦
三
㌢ 
×
横
二
・
三
㌢
）、
甲
種
防
火

管
理
講
習
修
了
証
の
写
し
一
枚
、
受
講
料

を
添
え
て
、
消
防
本
部
予
防
課
ま
た
は
半

田
消
防
署
阿
久
比
支
署
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

知
多
中
部
広
域
事
務

組
合
消
防
本
部
予
防
課

　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp/̃chitachu/

�
　

第
五
十
七
回
全
国
労
働
衛
生
週
間
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

職
場
が
一
体
と
な
り
、
健
康
管
理
、
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

職
場
環
境
を
見
直
し
て
、
労
働
衛
生
管

理
の
向
上
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

□
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
疲
れ
て
ま
せ
ん
か　

心
と
か
ら
だ

　
　

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う　

健
康
職
場
」

□
期　

間　

十
月
一
日
〜
七
日

□
主　

唱　

厚
生
労
働
省
、
中
央
労
働
災

害
防
止
協
会

�
　

十
月
は
、
環
境
省
が
主
唱
す
る
「
全
国
・

自
然
歩
道
を
歩
こ
う
月
間
」
で
す
。

　

愛
知
県
で
は
、
愛
知
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

協
会
と
共
催
で
、
左
記
の
と
お
り
「
第
二

十
五
回
全
国
・
自
然
歩
道
を
歩
こ
う
大
会

愛
知
県
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

十
月
十
五
日（
日
）

　

午
前
九
時
集
合

　

午
前
九
時
半
瀬
戸
市
定
光
寺
公
園
出
発

　

午
後
二
時
半
こ
ろ
愛
知
環
状
鉄
道
線
中

水
野
駅
到
着
予
定

　

解
散
式
後
自
由
解
散

□
集
合
場
所

　

瀬
戸
市
定
光
寺
公
園
「
正
伝
池
」
南
側

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

の
広
場
（
Ｊ
Ｒ
定
光
寺
駅
か
ら
徒
歩
約
二

十
分
）

□
コ
ー
ス

　

東
海
自
然
歩
道
ほ
か
（
瀬
戸
市
内
約
十

キ
ロ
）

　

定
光
寺
公
園
〜
定
光
寺
〜
サ
ン
パ
レ
ア

瀬
戸
〜
森
林
交
流
館
〜
愛
知
環
状
鉄
道
線

中
水
野
駅

□
参
加
費　

無
料

□
受
け
付
け

　

当
日
集
合
場
所
で
受
け
付
け

□
そ
の
他

　

小
雨
決
行
。
現
地
へ
の
交
通
費
は
自
己

負
担
。
昼
食
・
水
筒
・
雨
具
な
ど
は
各
自

で
持
参
。
先
着
三
百
人
に
参
加
記
念
バ
ッ

ジ
を
進
呈
。
大
会
参
加
中
の
負
傷
に
つ
い

て
は
、
応
急
処
置
は
し
ま
す
が
、
そ
の
後

の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
の
で
了
承
く
だ

さ
い
。（
万
が
一
の
場
合
の
た
め
に
健
康

保
険
証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

□
最
寄
り
駅　

Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
定
光
寺
駅

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
環
境
部
自
然
環
境
課
調
整
・
施

設
グ
ル
ー
プ　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
２

２
７
（
ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）

�
　

阿
久
比
町
商
工
会
で
は
、
知
多
半
島
五

市
五
町
の
商
工
会
・
商
工
会
議
所
と
共
催

で
「
起
業
家
支
援
セ
ミ
ナ
ー
創
業
塾
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
日　

時

　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅰ
立
志
編　

十
月
二
十
九
日

　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

�
�
�
�
�
�
�
�
	

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
実
践
編　

十
一
月
五
日
、

十
二
日　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

□
会　

場　

半
田
商
工
会
議
所

□
内　

容

　

立
志
編　

起
業
の
心
構
え
と
基
礎
知
識
、

開
業
資
金
・
融
資
制
度
、
創
業
者
発
表
な

ど
　

実
践
編　

事
業
構
想
構
築
、
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
の
創
造
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
設
定
と

絞
込
み
な
ど

□
講　

師

　

立
志
編　

㈱
ト
ラ
イ
フ
ィ
ッ
ト
代
表
取

締
役　

渡
辺
好
唯
氏
ほ
か

　

実
践
編　

水
野
経
営
開
発
オ
フ
ィ
ス
代

表　

水
野　

寿
氏

□
対
象
者

　

立
志
編　

開
業
を
め
ざ
す
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
、
Ｏ
Ｌ
、
主
婦
、
学
生
な
ど

　

実
践
編　

立
志
編
の
受
講
者
、
こ
れ
ま

で
に
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
た
方
、

創
業
間
も
な
い
方

□
受
講
料

　

立
志
編
の
み
千
円
、
実
践
編
の
み
二
千

円
　

立
志
編
と
実
践
編
三
千
円

□
定　

員

　

立
志
編　

五
十
人
（
二
十
人
に
満
た
な

い
場
合
は
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。）

　

実
践
編　

四
十
人
（
十
人
に
満
た
な
い

場
合
は
実
施
し
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

□
申
込
期
限　

十
月
十
六
日

□
問
い
合
わ
せ
先　

阿
久
比
町
商
工
会　

　

�（
４
８
）７
０
８
５

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

Information
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平
成
十
七
年
四
月
分
以
降
の
全
額
免

除
・
半
額
免
除
・
若
年
者
納
付
猶
予
・
学

生
納
付
特
例
の
申
請
書
を
提
出
す
る
期
限

が
、
特
例
措
置
に
よ
り
平
成
十
八
年
十
月

三
十
一
日
ま
で
延
長
さ
れ
ま
し
た
。

　

申
請
は
、
保
険
課
医
療
年
金
係
、
半
田

社
会
保
険
事
務
所
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ら
の
期
間
延
長
は
、
今
回
に
限
っ

て
の
特
例
措
置
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
課
医
療
年
金
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
１
５
）

　

半
田
社
会
保
険
事
務
所

　

�（
２
１
）２
３
２
１

�
　

家
庭
の
経
済
的
な
理
由
で
、
就
学
が
困

難
な
小
、
中
学
校
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

の
方
に
、
学
用
品
費
や
学
校
給
食
費
な
ど

を
支
給
し
ま
す
。

□
就
学
援
助
の
対
象
者
（
阿
久
比
町
在
住

の
方
）

〈
準
要
保
護
〉

・　

生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
廃
止
さ
れ

た
方

・　

町
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
減
免
さ
れ

た
方

・　

個
人
事
業
税
ま
た
は
固
定
資
産
税
が

減
免
さ
れ
た
方

・　

国
民
年
金
の
保
険
料
が
免
除
ま
た
は

国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
さ
れ
た
方

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�

・　

児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
方

・　

生
活
福
祉
資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け

た
方

・　

そ
の
ほ
か
経
済
的
理
由
で
困
っ
て
い

る
方
で
、
教
育
委
員
会
が
援
助
を
必
要

と
認
め
た
方

〈
要
保
護
〉

・　

生
活
保
護
世
帯

□
就
学
援
助
の
内
容

□
申
請
方
法

　

準
要
保
護
の
方
は
、
児
童
・
生
徒
の
在

学
す
る
学
校
ま
た
は
学
校
教
育
課
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

※　

添
付
書
類
と
し
て
所
得
証
明
書
な
ど

が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

要
保
護
の
方
で
、
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
世
帯
の
方
は
、
住
民
福
祉
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
５
）

�
　

町
に
は
、
私
立
高
校
な
ど
へ
通
学
し
て

い
る
生
徒
の
保
護
者
（
授
業
料
負
担
者
）

の
負
担
を
、
少
し
で
も
軽
減
す
る
た
め
の

授
業
料
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。
希
望
さ

れ
る
方
は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

□
対
象
者　

授
業
料
補
助
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
次
の
条
件
に
い
ず
れ
も

該
当
す
る
方
で
す
。

①　

十
月
一
日
現
在
、
私
立
の

・　

高
等
学
校
（
全
日
制
、
定
時
制
、
通

信
制
課
程
）

・　

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）

・　

高
等
専
門
学
校

・　

専
修
学
校（
高
等
課
程
）　　
　
　
　

・　

愛
知
朝
鮮
中
高
級
学
校
（
高
級
部
）

　

の
い
ず
れ
か
に
在
籍
し
て
い
る
こ
と
。

②　

十
月
一
日
現
在
、生
徒
の
保
護
者（
授

業
料
負
担
者
）
が
、
阿
久
比
町
に
住
所

が
あ
る
こ
と
。

　

学
校
で
授
業
料
の
納
付
を
全
額
免
除
さ

れ
て
い
る
方
は
、
授
業
料
の
補
助
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

□
補
助
金
額　

年
額
九
千
円

□
申
請
手
続

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

補
助
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
は
、
十
月

二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
（
土
曜
、
日
曜

日
・
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
八
時
半
か
ら

午
後
五
時
十
五
分
ま
で
に
次
の
書
類
を
学

校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・　

私
立
高
等
学
校
等
授
業
料
補
助
金
交

付
申
請
書
兼
請
求
書

・　

十
月
一
日
現
在
の
在
学
証
明
書
（
右

記
申
請
書
内
に
証
明
欄
あ
り
）

※　

九
月
末
ご
ろ
左
記
学
校
に
は
申
請
書

を
配
布
し
ま
す
。（
そ
の
他
の
学
校
の
生

徒
は
、
学
校
教
育
課
の
窓
口
へ
）

【
私
立
高
校
】

　

愛
知
高
校
・
名
電
高
校
・
愛
産
大
工
業

高
校
・
淑
徳
高
校
・
愛
知
女
子
高
校
・
安

城
学
園
高
校
・
瑞
穂
高
校
・
桜
花
学
園
高

校
・
亨
栄
高
校
・
金
城
学
院
高
校
・
至
学

館
高
校
・
椙
山
女
学
園
高
校
・
星
城
高

校
・
聖
霊
高
校
・
大
成
高
校
・
大
同
高

校
・
滝
高
校
・
中
京
高
校
・
同
朋
高
校
・

名
古
屋
高
校
・
高
蔵
高
校
・
名
古
屋
工
業

高
校
・
名
古
屋
国
際
高
校
・
名
女
大
高

校
・
南
山
高
校
・
日
福
大
学
付
属
高
校
・

春
日
丘
高
校
・
光
ヶ
丘
女
子
高
校
・
名
城

大
学
附
属
高
校

【
私
立
専
修
学
校
高
等
課
程
】

　

あ
い
ち
造
形
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校
・
あ

い
ち
ビ
ジ
ネ
ス
専
門
学
校
・
安
城
生
活
福

祉
高
等
専
修
学
校
・
さ
つ
き
調
理
福
祉
学

院
・
東
海
工
業
専
門
学
校
・
桐
華
家
政
専

門
学
校
・
名
古
屋
工
学
院
専
門
学
校
・
名

古
屋
情
報
専
門
学
校
・
名
古
屋
調
理
師
専

門
学
校
・
山
本
学
園
情
報
文
化
専
門
学
校

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１ 
（
内
２
０
５
）

Information

お知らせ  
InformationInformation
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支　給　内　容対　象　者項　　目

学用品費・通学用品費
校外活動費（宿泊を伴わない）準要保護学用品費

小・中学校に入学する者が通常必要とする
学用品費および通学用品費

準要保護　小学１年生
　　　　　中学１年生

新入学児童・
生徒学用品費

児童・生徒が修学旅行に参加するため直接
必要な交通費、宿泊費、見学料、記念写真
代、医薬品、旅行傷害保険料の費用

準要・要保護　小学６年生
　　　　　　　中学３年生修学旅行費

学校が保護者に徴収する給食費の全額準要保護学校給食費

学校保健法施行令第７条に定める疾病にお
ける自己負担額準要保護医療費

校外活動費（宿泊を伴うもの）・キャンプな
どに参加するため直接必要な費用

準要保護　小学５年生
　　　　　中学１・２年生校外活動費
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十
月
一
日
は
、「
法
の
日
」
で
す
。

　
「
法
の
日
」
は
、
皆
さ
ん
に
、
法
の
役
割

や
重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
と
な
る
よ
う
に
設
け
ら
れ
た
日
で
す
。

　

名
古
屋
法
務
局
で
は
、「
法
の
日
」
に
ち

な
み
「
法
務
局
な
ん
で
も
相
談
所
」
を
開

催
し
ま
す
。

□
場　

所　

名
古
屋
市
中
区
栄
３
‐
３
‐

１　

丸
栄
本
館
八
階
特
設
会
場

□
日　

時　

十
月
一
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
十
時
〜
午
後
五
時

□
相
談
内
容　

登
記
、
相
続
、
戸
籍
・
国

籍
、
供
託
、
人
権

□
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
法
務
局
庶
務
課

　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１
１

　

裁
判
所
で
は
平
成
二
十
一
年
五
月
ま
で

に
実
施
さ
れ
る
裁
判
員
制
度
の
広
報
用
映

画
「
評
議
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ

と
ビ
デ
オ
を
、
全
国
の
裁
判
所
の
総
務
課

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
て
い
ま
す
。

・　

裁
判
員
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は　

http://w
w
w
.saibanin.courts.go.jp/

・　

各
地
の
裁
判
所
で
の
催
し
の
案
内
に

つ
い
て
は

http://w
w
w
.courts.go.jp/

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
法
や
裁
判
の
問
題
を
皆

さ
ん
自
身
の
問
題
と
し
て
考
え
て
く
だ
さ

い
。
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１０月の 

会　場内　　容日　　時
陸　上
競技場第２６回　障害者大運動会１０月１５日（日）～

□問い合わせ先　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００

□人権・行政・心配ごと相談

　５日（木）・１９日（木）
　　　　　　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　２４日（火）　　場所：阿久比郵便局　２階
　　　　　　　時間：午前９時半～午前１１時半
　※電話での相談も受け付けます。

□無料法律相談（事前に予約が必要）

　１９日（木）　　場所：中央公民館本館
　　　　　　　時間：午後１時～午後４時
※問い合わせ先　住民福祉課�（４８）１１１１（内３０１）

～メッセージ～
家族以外にも、たくさん幸せパワーをわけてあげてね！
山下　敦志・智子夫婦の

　　　　 頼 くん　　（写真左）（平成１５年８月７日生）
らい

　　　　 莉  依 ちゃん（写真右）（平成１７年９月２５日生）
り い

今今月月のの納納税税ななどど
国民健康保険税、介護保険料 ２期分
下水道事業受益者負担金  ２期分
納期限は１０月２日（月）です。
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ　■知多中部地域行政情報  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｃｈｉｔａ-ｃｈｕｂｕ．ｇｒ．ｊｐ/
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

8月　救急・火災
救急 １０５救急　　　 １０５
交通事故交通事故　 １１　１１
急 病 ６８急　　病　　６８
そそ の 他の 他 ２６　　２６

火災火災　　 １　１
建 物 ０建　物　　０
車 両 ０車　両　　０
その他 １その他　　１

講　師　　俳優　黒沢　年雄　氏
演　題　　「人生プラス思考で」
日　時　　１０月２１日（土）　午後１時３０分～午後３時
場　所　　阿久比町勤労福祉センター
　　　　　（エスペランス丸山）
受講料　　５００円　定員５００人
受講券販売期間
　　　　　１０月２日（月）～１０月２０日（金）
　　　　　（販売時間午前８時３０分～午後５時１５分）
　　　　　（土曜、日曜日・祝日は ､販売しません）
販売所・問い合わせ先
　　　　　教育委員会　社会教育課
　　　　　（中央公民館本館内）
　　　　　�４８－１１１１（内２６２・２８０）
※　託児を希望される方は、１０月６日（金）までに申
し込んでください。（ただし、定員は１０人）


